
　

保
原
歴
史
文
化
資
料
館
で
は
、

3
月
25
日
ま
で
企
画
展
『
伊
達
市

の
偉
人
１　

明
治
・
大
正
期
の
名

医　

三
浦
謹
之
助
博
士
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、

市
内
に
残
る
「
三
浦
謹
之
助
」
と

そ
の
周
辺
の
人
々
に
関
す
る
書
籍

や
足
跡
を
通
し
て
、
そ
の
事
績
と

生
涯
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

三
浦
謹
之
助
は
、
元
治
元
年

（
1
8
6
4
年
）
3
月
21
日
に
陸

奥
国
伊
達
郡
高
成
田
村
（
現
・
伊

達
市
保
原
町
）
で
、
内
科
・
眼
科

の
医
業
を
行
っ
て
い
た
三
浦
道
生

と
妻
・
里
子
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

明
治
10
年
（
1
8
7
7
年
）

に
上
京
し
、
外
国
語
学
校
で
ド
イ

ツ
語
を
学
び
ま
し
た
。
明
治
11

年
（
1
8
7
8
年
）、
東
京
大
学

医
学
部
予
科
に
入
学
、
明
治
16
年

（
1
8
8
3
年
）
に
は
、
専
門
教

育
を
行
う
本
科
に
進
学
。
卒
業
後

は
同
大
の
ベ
ル
ツ
教
授
に
師
事
し

ま
し
た
。
明
治
23
年
か
ら
25
年

（
1
8
9
0
年
～
1
8
9
2
年
）

に
か
け
て
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に

自
費
留
学
し
、
帰
国
後
は
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
の
助
教
授
と
な
り

ま
し
た
。

　

明
治
28
年
（
1
8
9
5
年
）

か
ら
定
年
を
迎
え
る
大
正
13
年

（
1
9
2
4
年
）
ま
で
、
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
医
学
科
第
一
内

科
学
講
座
の
第
2
代
教
授
を
務

め
、
外
国
人
教
師
の
依
存
か
ら
独

立
し
た
日
本
人
に
よ
る
内
科
学
を

確
立
し
ま
し
た
。
定
年
退
官
後

は
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
や

同
愛
記
念
病
院
の
院
長
を
務
め
ま

し
た
。
ま
た
、
宮
内
省
御ご
よ
う
が
か
り

用
掛
と

し
て
大
正
天
皇
の
診
断
を
行
っ
た

ほ
か
、大
正
10
年
（
1
9
2
1
年
）

に
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
欧
州
訪
問

に
侍
医
と
し
て
随
行
し
ま
し
た
。

　

三
浦
謹
之
助
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

医
学
を
日
本
に
紹
介
し
、
神
経
学

を
主
に
生
化
学
、
寄
生
虫
学
な
ど

多
彩
な
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
日

本
神
経
学
会
や
日
本
内
科
学
会

の
創
立
に
寄
与
し
、
昭
和
24
年

（
1
9
4
9
年
）
に
は
、
文
化
勲

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

※
参
考
文
献　

三
浦
恭
定
著　
　

　
『
祖
父　

三
浦
謹
之
助
の
思
い

　

出
』　
（
2
0
1
6
年
・
日
経

　

事
業
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
）

家庭用マッサージ器によるケガに注意！

　
体
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
の
家

庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
で
す

が
、
時
に
は
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
「
強

く
圧
迫
さ
れ
た
部
分
に
内
出
血

や
あ
ざ
が
で
き
た
」、「
皮
膚
が

す
り
む
け
た
」
な
ど
の
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

骨
折
や
神
経
・
脊
髄
の
損
傷
な

ど
重
篤
な
被
害
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
の
年
代

は
60
代
以
上
が
多
く
、
高
齢
者

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

相
談
事
例

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
を
使
用

し
た
ら
、
腕
も
み
機
能
で
腕
が

腫
れ
た
。

●
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
の

停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
、
足

が
強
く
挟
ま
れ
た
ま
ま
停
止
し

た
。
今
も
足
が
し
び
れ
た
よ
う

な
感
覚
が
残
る
。

●
高
齢
者
の
女
性
が
肩
掛
け
式

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
使
用
し
て

い
た
ら
、
肩
と
胸
の
骨
を
骨
折

し
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
疾

病
が
あ
り
ま
す
。
購
入
・
使
用

す
る
前
に
販
売
店
や
医
師
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
内
だ
け
で
な
く
、
店
舗

で
の
体
験
や
、
温
泉
施
設
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
で
も

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
機
器
の
操
作
方
法
を
知
り

ま
し
ょ
う
。

●
安
全
の
た
め
、
使
用
す
る
際

に
は
、
ま
ず
弱
い
刺
激
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

●
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
時
に

は
す
ぐ
に
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
す
る
前
に
、
機
器
に
外

観
上
の
異
常
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

強く圧迫された部分の内出血やあざ、骨折などの被害が報告されていま
す。高齢者は特に注意しましょう。

★ 消費生活センター業務時間
時間・場所
㊊～㊎　8 時 30 分～ 17 時
　　　（来所は 9 時～ 16 時）
本庁舎１階　消費生活相談室
相談専用電話 ☎ 574-2233

第 104 回

伊達市の偉人 1  明治・大正期の名医  三浦謹之助博士
第 1 回　近代医学の先駆者

保原中央交流館にある
三浦謹之助博士の銅像
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